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話」という語を用いたのは 1920 年「ジョルジオ・デ・キリコ」においてである  4）。以降，ブ
ルトンの美術論にはスフィンクスやフェニックスなどの古代ギリシアの神話的な要素が散見さ
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20 枚か 30 枚の絵画を，わたしたちの思考の唯一の幸せな海岸にしたいと心から願ってい
る  17）」と述べている。つまり，現代の「わたしたちの思考」を記すには，20 枚から 30 枚の絵
画作品のリストを作成すれば十分であるということだ。このテクストでは，現代芸術の流れを
再構成するもうひとつのやり方として，芸術家 8 名の絵
エ ク フ ラ シ ス
画描写を並置する方法が試みられてい
る  18）。『シュルレアリスムと絵画』の巻頭で触れられる「地上 30 メートルの高さの不思議
Merveilles と海中 30 メートルの不思議」が「ジョルジオ・デ・キリコ」の古代世界の「七不
思議 Sept Merveilles」と対応しているとすれば，20 世紀の芸術家 8 名の作品をことほぐ本書
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（1913 年），『ある街路の憂愁と神秘』（1914 年，図 2），『哲学者
の征服』（1914 年），『ある一日の謎』（1914 年，図 3），『愛の歌』



























デ ジ ャ ビ ュ
視感と，見たことがあるのに見たこ
とがないと感じさせる未





















から 14 年頃，人体模型の時代は 1914 年から 15 年頃，そして室内の時代は 1915 年から 18 年







旧 ブ ル ト ン 所 蔵，
MoMA所蔵
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第 3 の速度「v’’’」は「速度 v と速度 v’’ のあいだ」の速度である。
そして「v’’’’」は，「最初は速度 v と速度 v’’’ のあいだにあるが，









デ ジ ャ ビ ュ
視感と未












‒18 年 ）， 油 彩， カ ン
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注
1） 本稿は 2010 年にパリ第七大学に提出した筆者の博士論文 Le rôle du primitivisme dans la pensée 
esthétique d’ André Breton entre 1920 et 1942（1920 年から 1942 年にかけてアンドレ・ブルトンの
審美的思考におけるプリミティヴィスムの果たした役割）の第 3 部第 1 章第 2 節を下敷きとしている。







Fabrice Flahutez, Nouveau monde et nouveau mythe – Mutations du surréalisme, de l’exil américain 
à l’« Écart absolu » (1941-1965), Les presses du réel, 2007，前之園望「『透明な巨人』の伝言ゲーム
―『新しい神話』から『集合的神話』へ」（『フランス語フランス文学研究』105 号，2014 年）がある。
3） Breton, Œuvres complètes, III, Gallimard, 1999, p. 15. Œuvres complètes は以下 OC と略す。邦訳は
『アンドレ・ブルトン集成』第 5 巻，人文書院，1970 年，137 頁。以下，邦訳があるものについては
利用させていただいたが，論の必要に応じて，一部改変した。
4） Breton, « Giorgio De Chirico », OCI, Gallimard, 1988, p. 251. 邦訳『アンドレ・ブルトン集成』第 6 巻，
人文書院，1974 年，100 頁。キリコの絵画作品について「真の現代の神話が形成されつつある une 
véritable mythologie moderne est en formation」と述べられている。
5） 「アンドレ・マッソンの幻惑」（1939 年）では，マッソンの作品に「本当の意味で構築されつつある
当代の神話 mythe véritablement en construction de cette époque」を，「マックス・エルンストの伝
説的人生　その前置きとして，新しい神話の必要性をめぐる短い議論」（1942 年）のなかではエルン
ス ト の 人 生 と 作 品 の 進 展 に「 新 し い 神 話 nouveau mythe」 を 見 出 し て い る（Breton, OCIV, 
Gallimard, 2008, p. 536, 537. 邦訳は『シュルレアリスムと絵画』粟津則雄・巖谷國士他訳，人文書院，
1997 年，186 頁，188 頁）。






いうものである。1920 年代のキリコ論から 1942 年のエルンスト論までの神話を巡る一連の彼の思考
では，まさにこの方法が適用されている。そのため本論では，mythologie も mythe も同じく「神話」
と訳したことをお断りしておく。





関する研究の対象となった（« Sur les possibilités irrationnelles de pénétration et d’orientation dans 
un tableau –Giorgio de Chirico: L’énigme d’une journée (11 février, 1933) », Le surréalisme au 
service de la révolution, n°6, mai 1933, p. 13-16）。
9） Breton, « Nadja », OC I, p. 650. 邦訳『ナジャ』巖谷國士訳，岩波文庫，2003 年，17 頁。
10） René Crevel, « Merci, Giorgio de Chirico », Disque vert, n°3, décembre 1923.
11） Roger Vitrac, « Giorgio de Chirico », Littérature, nouvelle série, n°1, mars 1922.
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12） René Crevel, « Merci, Giorgio de Chirico », Disque vert, n°3, décembre 1923.
13） Breton, « Le Surréalisme et la peinture », La Révolution surréaliste, n°7, juin 1926, p. 3. (OCIV, 
Gallimard, 2008, p. 363). 邦訳『シュルレアリスムと絵画』，32 頁。
14） Breton, « Caractère de l’évolution moderne et ce qui en participe », OC I, p. 299. 邦訳は『ブルトン
集成』第 6 巻，人文書院，1974 年，167 頁。
15） Breton, OCII, p. 137-139. 邦訳『ブルトン集成』第 1 巻，人文書院，1970 年，224 頁。
16） Breton, OCII, p. 139. 邦訳『ブルトン集成』第 1 巻，224 頁。
17） Breton « Le Surréalisme et la peinture », La Révolution surréaliste, n°6, p. 30 (OCIV, p. 357). 邦訳
『シュルレアリスムと絵画』，24 頁。
18） ブルトンの絵画描写（ekphrasis）については Michel Riffaterre, « Ekphrasis lyrique », Lire le regard 
: André Breton & la peinture, Lachenal & Ritter, 1993, p. 179-198 を参照のこと。
19） ブルトンは 1921 年にこう書いている。「不幸にして人間の努力というものは，現前するいくつかの要
素の配置を変えることは絶えず求めているくせに，ほんの一つの要素を生み出すことには適用されな
いものである」（« Max Ernst », OCI, 245。邦訳『ブルトン集成』第 6 巻，92 頁）。人間には新たな
要素を作り出せないとすれば，要素の新たな側面を明らかにすることで満足しなければならない。こ
の考えは，「啓示」や「霊感」という語を再三用いているキリコの考えと矛盾するものではない。次
の テ ク ス ト を 参 照 の こ と。Chirico, « Quelques perspectives sur mon art », De Chirico, Centre 
Georges Pompidou, 1983, p. 252.
20） Breton, « Nadja », OCI, p. 650. 邦訳『ナジャ』，17 頁。
21） 同上。
22） Breton, « Caractère de l’évolution moderne et ce qui en participe », OCI, p. 299. 邦訳『ブルトン集成』
第 6 巻，169 頁。
23） ブルトンは 1922 年 11 月 17 日にバルセロナで行った講演の前にこれらの絵画を目にしていたと考え
られる。同年春，ポール・ギヨーム画廊で行われたキリコの展覧会では，55 の絵画が展示された。
詳細はキリコ研究の第一人者パオロ・バルダッツィの作成した 1912 年から 40 年に展示された作品の
リストを参照のこと（Paolo Baldacci, Giorgio de Chirico 1888-1919 la métaphysique, Flammarion, 
1997, p. 430-431）。
24） Breton, « Le Surréalisme et la peinture », La Révolution surréaliste, n°7, juin 1926, p. 3 (OCIV, p. 
364).　邦訳『シュルレアリスムと絵画』，33 頁。下線部は引用者。
25） ブルトンは引き続き 1941 年の「シュルレアリスム芸術の発生と展望」のなかでもキリコの芸術上の
進展の「偉大なサイクル」を 4 つに分けて語っている（OCIV, p. 422-424）。『シュルレアリスムと絵画』
においてブルトンはキリコが「比べるもののない」称賛すべき画家だった時期を，1910 年から 16 年
だとしていたが，1941 年の「シュルレアリスム芸術の発生と展望」では，この時期を 2 年間縮めて 4
年としている（OCIV, p. 422）。そこに，キリコの進展の 4 段階を強調するというブルトンの意図を
読みとることもできるだろう。
26） Breton, OCI, p. 1129. なお，本文のこの段落内の引用はすべて同頁からのものである。引用中の強調
は原著者による。
27） 同上。
28） Giorgio de Chirico, « Écrits», in Baldacci, Giorgio de Chirico 1888-1919 la métaphysique, p. 430-431.
29） Breton, OCI, p. 1129.
30） ブルトンはこの黒いカンヴァスについて『シュルレアリスムと絵画』で触れている（La Révolution 
surréaliste, n°7, juin 1926, p. 4 ; OCIV, p. 366）。邦訳『シュルレアリスムと絵画』，35 頁。
31） Baldacci, Giorgio de Chirico 1888-1919 la métaphysique, p. 272.
32） Breton, OCI, p. 1129.
33） Breton, OCI, p. 326.
34） Breton, OCIV, p. 359. 邦訳『シュルレアリスムと絵画』，26 頁。
35） Breton, « Le Surréalisme et la peinture », La Révolution surréaliste, n°7, juin 1926, p. 3 (OCIV, p. 
長谷川　晶子330
京都産業大学論集 人文科学系列 第 48 号 平成 27 年 3 月
364). 邦訳『シュルレアリスムと絵画』，32 頁。
36） Baldacci, « La peinture métaphysique après 1919 », Giorgio de Chirico 1888-1919 la métaphysique, 
p. 148.
37） Breton, « Le Surréalisme et la peinture », La Révolution surréaliste, n°7, juin 1926, p. 3 (OCIV, p. 
365). 邦訳『シュルレアリスムと絵画』，33 頁。
38） Sigmund Freud, « Psychologie collective et analyse du moi », Essais de psychanalyse, traduit par 
Jankélévitch en 1921, réédité en 2003 chez Payot, p. 35. 邦訳は「集団的心理学と自我分析」（『フロイ
ト全集』第 17 巻，須藤訓任，藤野寛訳，岩波書店，2006 年，133 頁）。ジャン・クレールはフロイト
の用語を借りて「ブルトンによる 1926 年のキリコの象徴的な殺害は，〔…〕もともとの群れから社会
的なグループになろうとしていたシュルレアリスムを制度化するために企てられた」と説明している
（Jean Clair, « Dans la terreur de l’Histoire », De Chirico, Centre Georges Pompidou, 1983, p. 48）。
39） Breton, « Alberto Savinio », OCII, p. 1122.
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This paper focuses on the aesthetic thought of André Breton about the Myth. Many has 
been already discussed about surrealists’ thought on the Myth after World War II, but it is 
necessary to study his art criticism on Giorgio De Chirico, famous Italian painter of 20th 
century, to understand the characteristics of the concept of Myth proposed by Breton. We 
analyze how he observes the mythical elements in the works of Chirico to find hidden 
principles of the Modern World. However it is not only in each painting of Chirico that our 
critic reads some traces of the Modern Myth. He regards a series of Chirico’s painting as a 
revolution corresponding with the adventure of automatic writing, creative method proper to 
Surrealism. After having declared the symbolical death of Chirico, how does Breton try to 
read the works of Surrealist painters like Max Ernst in order to find the allusive enigmatic 
Modern Myth? This is the question that Breton will try to answer in the 40s in his writings.
Keywords:  Surrealism, André Breton, Giorgio De Chirico, Myth, Art criticism

